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「京都の歴史と女性」の研究成果公刊の書 

京の歴史的あゆみを視野に入れながら、古代、中世、近世、近代のそれぞれの時代に京に関わりを持った多様

な女性の生き方を跡付ける論文集。 

プロジェクトでは、社会のあらゆる面で多彩な足跡を残してきた女性の、文化の担い手としての側面に着目。

なおかつ、日本文化のひとつの核であった京都を舞台にして、その活動をさまざまな視点から考察した。 
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